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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 701,322 11.0 48,059 3.5 45,869 △9.3 25,569 △21.9

22年3月期第2四半期 632,074 △14.6 46,444 ― 50,594 ― 32,743 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 9.54 ―

22年3月期第2四半期 12.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 1,798,580 818,624 44.7 300.05
22年3月期 1,840,972 826,291 44.2 301.58

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  803,854百万円 22年3月期  813,886百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 4.00 ― 5.00 9.00

23年3月期 ― 4.50

23年3月期 
（予想）

― 4.50 9.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,525,000 7.7 116,000 36.1 112,000 34.1 68,000 26.4 25.38



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 平成22年７月29日発表の連結業績予想の修正を行っています。上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際
の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。なお、上記予想に関する事項は、【添付資料】P.３「１．当四半期決算に関する定
性的情報」（３）連結業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.５「その他」をご覧下さい。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  2,684,193,295株 22年3月期  2,703,761,295株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  5,132,105株 22年3月期  5,062,893株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  2,680,011,748株 22年3月期2Q  2,712,633,766株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間（22年４月～９月）のガス販売量は、年度初めの気温が前年同四半期に比べて低く推移

した影響で家庭用を中心に給湯需要が増加したこと、夏場の気温が前年同四半期と比較して高く推移した影響で業務

用を中心に空調用需要が増加したこと、及び緩やかな景気回復を背景に工業用需要が増加したこと等から、前年同四

半期比12.4％増の6,934百万ｍ3となりました。これにより都市ガス売上高は同11.8％増の5,218億円となりました。

 この都市ガス売上高の増加等を受け、連結売上高は同11.0％増の7,013億円となりました。 

 一方、営業費用については経営効率化の一層の推進を図り、費用の抑制に最大限の努力を重ねてきたことに加え、

退職給付数理計算上の差異の負担減があったものの、原油高の影響からガス原材料費が増加したこと等により、同

11.5％増の6,532億円となりました。 

 この結果、営業利益は同3.5％増の480億円となり、一方、為替差損益の影響等で営業外損益が悪化したことによ

り、経常利益は同9.3％減の458億円となりました。これに加え、投資有価証券評価損23億円を特別損失として計上

し、法人税等を計上した結果、四半期純利益は同21.9％減の255億円となりました。 

 売上高については都市ガス事業の売上高がその大半を占めているため、事業の性質上気温等の影響により著しい季

節的変動があります。  
  
（平成23年３月期第２四半期連結累計期間ガス販売量） 

（注）① 家庭用上段数値は、調定１件当たり販売量（㎥／件・月）  

② 業務用は、商業用、公用及び医療用  

③ ガス販売量は45MJ（メガジュール）／㎥ 
  

（原油価格及び為替レート） 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

22年３月期末に比べ、総資産は、㈱扇島パワーの新規連結による有形固定資産残高の増加等があったものの、季節

要因による受取手形及び売掛金残高の減少等により424億円減少し、１兆7,985億円となりました。 

 純資産は、四半期純利益の計上（255億円）により増加したものの、剰余金の配当（134億円）、自己株式の消却

（79億円）、及びその他有価証券評価差額金残高の減少（69億円）等により減少し、8,186億円となりました。 

 総資産の減少率に比べ、自己資本（株主資本及び評価・換算差額等の合計）の減少率が小さかった結果、自己資本

比率は44.7％と0.5ポイント上昇しました。 

 また、1株当たり純資産は1円53銭減少し、300円05銭となりました。  

１．当四半期決算に関する定性的情報

  
当第２四半期
連結累計期間 

（22.４～22.９） 

前第２四半期 
連結累計期間 

（21.４～21.９） 
増減 

増減率
（％） 

お客さま件数 千件  10,673  10,563  110  1.0

ガス 

販売量 

家庭用 
ｍ3  25.10  24.19  0.91  3.8

百万ｍ3  1,359  1,300  59  4.5

  業務用 百万ｍ3  1,569  1,471  98  6.7

  工業用 百万ｍ3  3,087  2,558  529  20.6

計 百万ｍ3  4,656  4,029  627  15.6

他事業者向け供給 百万ｍ3  919  837  82  9.8

合計 百万ｍ3  6,934  6,166  768  12.4

平均気温 ℃  23.0  22.4  0.6 － 

  
当第２

四半期連結 
累計期間 

前第２ 
四半期連結 
累計期間 

増減   
当第２

四半期連結 
累計期間 

前第２ 
四半期連結 
累計期間 

増減

原油価格 

（＄／bbl） 
 78.35  61.82  16.53

為替レート 

（円／＄） 
 88.91  95.53  △6.62
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

22年７月29日公表の23年３月期第１四半期決算短信に記載した連結業績予想に対して、前提となる経済フレームに

つき、直近の市況を反映し、通期の原油価格見通しを79.18＄／bbl（10月以降平均80＄／bbl）に変更しました。な

お、10月以降の為替レート見通しについては85円／＄に変更し、通期の為替レート見通しは86.96円／＄となりま

す。 

 その結果、連結業績予想については、当社及び連結子会社の業績予想の修正により、売上高は260億円減の１兆

5,250億円と前回予想を下回りますが、営業利益は80億円増の1,160億円、経常利益は100億円増の1,120億円、当期純

利益は30億円増の680億円と、それぞれ前回業績予想を上回る見通しです。 

 当社の個別業績予想については、同じく22年７月29日公表の23年３月期第１四半期決算短信に記載した個別業績予

想に対して、上期の気温影響によりガス販売量は前回見通しを上回るものの、円高の進行による原料価格の低下がガ

ス料金に反映されることにより、売上高は250億円減の１兆3,190億円となる見通しです。一方、売上高の減少は原料

価格の低下でおおむね相殺され、ガス販売量の増加に伴う粗利改善により、営業利益は50億円増の850億円、経常利

益は70億円増の920億円、当期純利益は20億円増の630億円と、それぞれ前回業績予想を上回る見通しです。 

  

①連結決算 

イ ガス販売量見通し  

  

ロ 収支見通し                                    （単位：億円） 

 （注）事業間の内部売上高は都市ガス以外の欄で調整しています。 

  

  
  

22年度見通し 21年度実績 増 減 増減率（％）

ガ 

ス 

販 

売 

量 

家庭用 百万ｍ3  3,508  3,437  71  2.1

  業務用 百万ｍ3  3,056  2,943  113  3.8

  工業用 百万ｍ3  6,186  5,446  740  13.6

計 百万ｍ3  9,242  8,389  853  10.2

他事業者向け供給 百万ｍ3  1,935  1,841  94  5.1

合 計 百万ｍ3  14,685  13,666  1,019  7.5

平均気温 ℃  16.9  16.5  0.4  －

  売上高 
  

営業利益 経常利益 当期純利益 
都市ガス 都市ガス以外 

22年度見通し  15,250  11,333  3,917  1,160  1,120  680

21年度実績  14,157  10,459  3,697  852  835  537

増   減  1,093  874  220  308  285  143

増 減 率          7.7%          8.4%          5.9%         36.1%         34.1%         26.4%
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②個別決算 

イ ガス販売量見通し  

  

ロ 収支見通し                                 （単位：億円・円）  

  

  

（原油価格及び為替レート） 

  

  
  

22年度見通し 21年度実績 増 減 増減率（％）

ガ 

ス 

販 

売 

量 

家庭用 百万ｍ3  3,400  3,332  68  2.0

  業務用 百万ｍ3  2,886  2,792  94  3.3

  工業用 百万ｍ3  5,004  4,952  52  1.1

計 百万ｍ3  7,890  7,745  145  1.9

他事業者向け供給 百万ｍ3  2,181  2,073  108  5.2

合 計 百万ｍ3  13,471  13,150  321  2.4

  売上高 
  

営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益都市ガス 都市ガス以外

22年度見通し  13,190  10,710  2,480  850  920  630  23.52

21年度実績  12,106  10,108  1,997  591  589  388  14.36

増   減  1,084  602  483  259  331  242      9.16

増 減 率      9.0%       5.9%        24.2%       43.8%       56.1%       62.0%     － 

  
 

22年度見通し 
  

  
21年度実績 

  
増減   22年度見通し 

  

  
21年度実績 

  
増減

原油価格 

（＄／bbl） 
 79.18  69.40  9.78

為替レート 

（円／＄） 
 86.96  92.89  △5.93
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

イ 一般債権（経営状態に重大な問題が生じていない債務者に対する債権）の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度

決算において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定する方法を採用し

ています。 

ロ たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関して収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積もり、簿価

切下げを行う方法を採用しています。 

ハ 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタック

ス・プランニングを利用する方法を採用しています。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

税金費用の計算 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益（累計期間）に当該見積実効税率等を乗じて計

算しています。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用し、連結決算上必要な修正を行っています。 

これによる損益への影響はありません。  

②資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しています。 

これによる損益への影響は、軽微です。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は3,091

百万円です。 

③企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計

基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しています。  

④重要な減価償却資産の減価償却の方法の変更 

従来、連結子会社である東京エルエヌジータンカー㈱が所有する船舶の減価償却の方法については定率法を採

用していましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更しています。 

この変更は、同社において、荷主との輸送契約に裏付けられた長期安定的な収益が当連結会計年度以後収益全

体の大部分を占めることが見込まれ、こうした状況のもと、収益と費用の対応関係をより合理的なものとするた

めに、長期安定的な収益構造に対応した減価償却の方法である定額法に改めるものです。 

なお、この変更により、従来と同一の方法を採用した場合と比べ、当第２四半期連結累計期間の売上原価は

1,476百万円減少し、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はいずれも同額増加して

います。  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

固定資産   

有形固定資産   

製造設備 183,741 186,467

供給設備 466,395 475,932

業務設備 59,066 59,169

その他の設備 333,631 295,494

休止設備 581 742

建設仮勘定 84,230 91,037

有形固定資産合計 1,127,646 1,108,843

無形固定資産   

のれん 1,435 1,460

その他無形固定資産 36,404 26,517

無形固定資産合計 37,840 27,977

投資その他の資産   

投資有価証券 137,806 139,052

長期貸付金 19,192 40,996

繰延税金資産 55,318 53,087

その他投資 33,159 36,350

貸倒引当金 △785 △1,130

投資その他の資産合計 244,692 268,357

固定資産合計 1,410,180 1,405,178

流動資産   

現金及び預金 65,464 107,391

受取手形及び売掛金 137,195 156,398

リース債権及びリース投資資産 26,163 25,888

商品及び製品 4,202 3,291

仕掛品 19,401 16,388

原材料及び貯蔵品 37,864 37,412

繰延税金資産 18,801 16,606

その他流動資産 79,906 73,034

貸倒引当金 △599 △619

流動資産合計 388,400 435,794

資産合計 1,798,580 1,840,972
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

固定負債   

社債 341,492 301,491

長期借入金 190,340 186,681

繰延税金負債 2,463 4,448

退職給付引当金 114,045 130,903

ガスホルダー修繕引当金 3,542 3,597

保安対策引当金 － 184

資産除去債務 3,338 －

その他固定負債 27,799 27,012

固定負債合計 683,023 654,319

流動負債   

1年以内に期限到来の固定負債 19,059 53,456

支払手形及び買掛金 61,638 134,946

短期借入金 12,079 11,348

未払法人税等 25,524 34,945

繰延税金負債 7 8

その他流動負債 178,624 125,656

流動負債合計 296,933 360,362

負債合計 979,956 1,014,681

純資産の部   

株主資本   

資本金 141,844 141,844

資本剰余金 2,065 2,065

利益剰余金 660,599 657,387

自己株式 △2,076 △1,986

株主資本合計 802,432 799,310

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 13,247 20,175

繰延ヘッジ損益 △614 1,690

為替換算調整勘定 △11,210 △7,290

評価・換算差額等合計 1,422 14,575

少数株主持分 14,769 12,404

純資産合計 818,624 826,291

負債純資産合計 1,798,580 1,840,972
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 632,074 701,322

売上原価 359,992 447,160

売上総利益 272,082 254,162

供給販売費及び一般管理費   

供給販売費 191,317 176,786

一般管理費 34,320 29,315

供給販売費及び一般管理費合計 225,637 206,102

営業利益 46,444 48,059

営業外収益   

受取利息 570 655

受取配当金 688 994

持分法による投資利益 1,876 2,127

為替差益 5,560 －

雑収入 3,510 6,172

営業外収益合計 12,206 9,950

営業外費用   

支払利息 5,400 4,872

為替差損 － 2,570

雑支出 2,655 4,697

営業外費用合計 8,056 12,140

経常利益 50,594 45,869

特別損失   

投資有価証券評価損 － 2,314

特別損失合計 － 2,314

税金等調整前四半期純利益 50,594 43,555

法人税、住民税及び事業税 16,661 18,155

法人税等調整額 762 △294

法人税等合計 17,423 17,861

少数株主損益調整前四半期純利益 － 25,694

少数株主利益 426 124

四半期純利益 32,743 25,569
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 50,594 43,555

減価償却費 68,195 69,960

長期前払費用償却額 2,045 1,969

有形固定資産除却損 893 929

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,314

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,820 △16,928

保安対策引当金の増減額(△は減少) △677 －

受取利息及び受取配当金 △1,259 △1,650

支払利息 5,400 4,872

為替差損益（△は益） － 1,638

持分法による投資損益（△は益） △1,876 △2,127

売上債権の増減額（△は増加） 59,016 19,174

たな卸資産の増減額（△は増加） 11,621 △4,305

仕入債務の増減額（△は減少） △41,600 △85,035

未払消費税等の増減額（△は減少） 3,525 △5,885

前払費用の増減額（△は増加） △9,282 △8,622

未収入金の増減額（△は増加） 19,301 24,089

リース債権及びリース投資資産の増減額（△は増
加）

△822 －

その他 △4,168 △5,688

小計 175,728 38,259

利息及び配当金の受取額 2,305 5,853

利息の支払額 △5,686 △4,945

法人税等の支払額 △25,965 △28,558

営業活動によるキャッシュ・フロー 146,381 10,608

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △4,240 △2,906

定期預金の払戻による収入 3,150 3,180

投資有価証券の取得による支出 △7,104 △21,029

有形固定資産の取得による支出 △64,717 △72,814

無形固定資産の取得による支出 △2,713 △5,086

事業譲渡による収入 1,432 －

長期前払費用の取得による支出 △670 △1,939

長期貸付けによる支出 △9,777 －

長期貸付金の回収による収入 851 850

短期貸付金の純増減額（△は増加） 894 △20,379

その他 349 919

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,544 △119,204
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,009 3,169

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） － 84,000

リース債務の返済による支出 △364 △356

長期借入れによる収入 7,697 11,498

長期借入金の返済による支出 △14,971 △27,721

社債の発行による収入 － 40,000

社債の償還による支出 △30,050 △20,000

少数株主への払戻による支出 △907 －

自己株式の売却による収入 47 5

自己株式の取得による支出 △76 △8,016

配当金の支払額 △10,845 △13,466

少数株主への配当金の支払額 △352 △331

財務活動によるキャッシュ・フロー △48,813 68,781

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,263 △1,906

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16,286 △41,720

現金及び現金同等物の期首残高 64,009 112,868

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 349 68

現金及び現金同等物の四半期末残高 80,645 71,216
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該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間(自平成21年４月１日 至平成21年９月30日) 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しています。 

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

海外売上高の合計が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しています。 

  

〔セグメント情報〕 

①報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

当社グループは天然ガスをコアとした総合エネルギー事業をより広域的なマーケットで展開することを基本

としており、天然ガスを原料として生み出されるエネルギーである「都市ガス」と「その他エネルギー」、及

びその周辺事業としての「器具及びガス工事」を主な製品・サービスとして事業活動を展開しています。 

さらに保有不動産の効率的活用も収益基盤の一つとして事業展開していることから、当社グループは「都市

ガス」、「器具及びガス工事」、「その他エネルギー」及び「不動産」の４つを報告セグメントとしていま

す。 

各報告セグメントの主な製品・サービスは以下のとおりです。 

「都市ガス」…都市ガス 

「器具及びガス工事」…ガス器具、ガス工事 

「その他エネルギー」…エネルギーサービス、液化石油ガス、電力、産業ガス等 

「不動産」…土地及び建物の賃貸及び管理等 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：百万円） 

  ガス ガス器具 受注工事
不動産
賃貸 

その他
の事業 

計 
消去 

又は全社 
連結

売上高                 

①外部顧客に対する

売上高 
 453,278  51,278  17,358  6,318  103,840  632,074  －  632,074

②セグメント間の 

 内部売上高又は 

 振替高 

 13,292  3,387  1,403  10,605  37,875  66,564  (66,564)  －

計  466,571  54,666  18,761  16,924  141,716  698,639  (66,564)  632,074

営業損益  66,181  1,179  (751)  4,227  6,267  77,105  (30,661)  46,444
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②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間(自平成22年４月１日 至平成22年９月30日) 

  （注）１． 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、建設事業、情報処理サービ

ス事業、船舶事業、クレジット・リース事業等を含んでいます。 

 ２． セグメント利益の調整額△19,581百万円には、セグメント間取引消去794百万円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△20,376百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費です。 

３． セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しています。 

  

  （単位：百万円） 

  
  

 報告セグメント
その他
（注１）

合計 
調整額 
（注２） 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注３）都市ガス

器具及び 
ガス工事 

その他
エネルギー

不動産 計

売上高                  

外部顧客への 

売上高 
 491,816  69,365  99,341  6,023  666,547  34,774  701,322  －  701,322

セグメント間の 

 内部売上高又は 

 振替高 

 30,014  5,451  6,118  10,504  52,089  36,326  88,415  △88,415  －

計  521,830  74,817  105,460  16,527  718,636  71,101  789,738  △88,415  701,322

セグメント利益  55,006  807  5,118  3,932  64,865  2,776  67,641  △19,581  48,059
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①自己株式の取得  

イ 当社は、平成22年４月１日を合併期日として、当社の100％子会社であるティージー・エンタープライズ㈱

を、簡易合併の手続きにより吸収合併しました。  

この合併に反対する株主より、会社法第797条第１項による当社株式の買取請求があったことにより、自己

株式の買取を以下のとおり実施しました。 

・反対株主数     ９名 

・買取請求を受けた日 平成22年３月29日～平成22年３月31日 

・買取請求株式数   普通株式16,537千株 

・買取株式数     普通株式14,037千株  

※買取請求株式数と買取株式数の差2,500千株については反対株主より買取請求が撤回されました。 

・取得価額      5,783百万円 

・取得日       平成22年４月16日～平成22年４月21日 

・取得の方法     市場外取引  

ロ 当社は、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の取

得のための市場買付を以下のとおり実施しました。 

なお、平成22年５月13日までの買付をもって平成22年４月28日開催の取締役会において決議した自己株式の

取得について、取得を終了しました。  

・買付期間  平成22年５月７日から平成22年５月13日まで（約定ベース） 

・買付株式数 5,531千株 

・買付総額  2,199百万円 

・買付方法  東京証券取引所における指定金外信託による市場買付 

  

②自己株式の消却  

当社は、平成22年５月21日に開催した取締役会において、会社法第178条の規定に基づき自己株式を消却する

ことを決議し、以下のとおり実施しました。 

・消却する株式の種類 当社普通株式 

・消却する株式の数  19,568千株 

・消却実施日     平成22年６月７日 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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 （注）① 家庭用上段数値は、調定１件当たり販売量（㎥／件・月） 

② 業務用は、商業用、公用及び医療用 

③ ガス販売量は45MJ（メガジュール）／㎥ 

  

 （注）① 売上原価の中の原材料費は 億円（対前第２四半期累計期間＋672億円、＋33.4％）です。 

② 営業外費用の支払利息等は 億円（対前第２四半期累計期間△3億円、△5.6％）です。 

   

以上 

４．（参考）四半期個別決算経営成績

（平成23年３月期第２四半期累計期間ガス販売量）   

  
当第２四半期
累計期間 

（22.４～22.９） 

前第２四半期 
累計期間 

（21.４～21.９） 
増減 

増減率
（％） 

お客さま件数 千件  10,376  10,298  78  0.8

ガス 

販売量 

家庭用 
ｍ3  24.97  24.04  0.93  3.9

百万ｍ3  1,315  1,260  55  4.4

  業務用 百万ｍ3  1,487  1,404  83  5.9

  工業用 百万ｍ3  2,503  2,333  170  7.3

計 百万ｍ3  3,990  3,737  253  6.8

他事業者向け供給 百万ｍ3  1,032  941  91  9.7

合計 百万ｍ3  6,337  5,938  399  6.7

平均気温 ℃  23.0  22.4  0.6 － 

（平成23年３月期第２四半期累計期間収支実績） （単位：億円）

収益 

    

費用

    

対前第２ 
四半期累計 
期間増減 

率（％）
対前第２ 
四半期累計 
期間増減 

率（％）

製品売上 ガス売上  4,913  395  8.8 営業費 

売上原価  2,807  660  30.7

販管費  1,852  △202  △9.8

計  4,660  458  10.9

その他 

売上 

受注工事  154  △4  △2.0

その他 

費用 

受注工事  161  △5  △3.0

器具販売等  450  20  4.7 器具販売  403  6  1.6

附帯事業  517  215  71.2 附帯事業  496  216  77.0

計  1,123  233  26.1 計  1,062  218  25.7

総売上高  6,037  628  11.6 総費用  5,722  675  13.4

                    営業利益  315  △47  △12.9

営業外収益  145  54  59.9 営業外費用  74  11  17.0

        経常利益  386  △3  △0.8

特別利益  36  36  － 特別損失  23  23  －

        四半期純利益  272  19  7.6

2,684

40
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